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暑さ厳しい折，日本公衆衛生雑誌第57巻第 7 号をお届

けします。

研究論文の執筆過程で「諸言・方法・結果・考察に何

を記載したらよいのだろう？」と迷った経験をお持ちの

方はいらっしゃいませんか？観察研究論文の記述内容に

迷った時は，観察研究の報告に関するガイドライン

「STROBE 声明」（疫学における観察研究の報告の強化）

を参照されることをお勧めします。

この「STROBE 声明」には，観察研究論文の構成要

素，タイトル・抄録・諸言・方法・結果・考察につい

て，記載すべき内容が22のチェック項目で示されていま

す。チェック項目の日本語訳は「STROBE 声明」のホー

ムページ（ STROBE Statement． http: //www.strobe–
statement.org）“Translations”から閲覧できます。この

ホームページには，横断研究，症例対照研究，コホート

研究に関する個別のチェックリスト（英文のみ）も公開

されています。

STROBE 声明のチェックリストは，論文執筆者の助

けとなる一方，論文査読者が投稿論文を評価する際に用

いることができます。また，このチェックリストに則っ

て執筆された論文は，査読者の負担を軽減することが期

待されます。総説論文を執筆する際，系統的に収集した

論文の質を吟味し良質な論文を選択する場合にも，この

チェックリストが役立つことが期待されています。

良い論文が今後も数多く本誌に投稿・掲載されるよ

う，微力ながら編集委員としてお手伝いさせていただい

ています。今後も，会員の皆様からの積極的な論文投稿

をお待ちしています。 （石崎達郎）


